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令和 8 年地域井戸端会 報告書 

開催日時 令和 8 年 5 月 19 日(火)  18 時 30 分～20 時 30 分  

開催場所 岡見まちづくりセンター 参加人数 6 人 

出席議員 芦谷、川神、今田 

テーマ別に

出た意見 

【総務委員会】防災と避難行動計画について 

～災害が起きたらどうしますか？自分と家族を守るための行動～ 

・自分の自治会にも自主防災組織があり、久しぶりに備品の

点検をし、不足しているものの確認ができて良かった。その

反面、地域ごとの温度差も感じられ情報共有ができていない

のも事実。 

・岡見地区はハザードマップ上、ほぼ全域が黄・赤エリアと

なっているため、避難所の安全性が問題。 

・そもそも携帯電話の電波が届かないエリアがあり、避難の

呼びかけにも不安がある。 

・主要な橋がつかると主要道路にも出れず、孤独化する。 

・地区の性質上早めの避難が必須。集会所など第 1 避難所は

あるが、避難所としての機能は乏しく、逆に危険に侵される

場合もある。臨機応変にまちづくりセンターを避難所として

開設するなどの対策が必要。 

【文教厚生委員会】子どもや高齢者の暮らしの困りごと 

・高齢者クラブの人数やクラブ数が減ってきている。補助金

なども減る一方であり、存続できる取り組みを強化してほし

い。高齢者の元気が地域の活性化につながる。 

・福祉バスの運用について、条件が厳しく使い勝手が非常に

悪い。補助制度の見直し・条件緩和が必要。 

・岡見小学校の全校が 30 人程度ですべての学級が複式学級。

高齢者クラブとの関わりも非常に強く、地域の活性化にもつ

ながっているため、今後何としても学校を残してほしい。 



2 

 

【産業建設委員会】100 年先に残したい浜田の食 

・イカ飯が有名だが、今はイカが高くなかなか作れない。 

・ぼべご飯、かじめの味噌汁、うずめ飯。ぼべなどは今は許

可がなければ取れないため、なかなか作る機会も少なくなっ

ている。 

・核家族化が進み、家庭での伝統行事が減ることにより、行

事に合わせた料理を食べる機会も少なくなってきてはいる

が、家庭ごとに自然に継承されている。 

・カレイの干物、どんちっちアジ、のどぐろ。なかなか地元

の人の口には入らない。 

・バトウのフライ。なぜバトウがどんちっちブランドではな

いのかは疑問。 

自由意見 

【総務委員会】 

・防犯カメラの設置後の管理・運用については、警察・自治

体・まちづくりセンター間での責任分担を明確化する必要が

ある。補助金の拡充も必要。 

・岡見に市営住宅ができれば、もっと活性化する。 

・集会所のエアコン補修について、補助金が減っており、故

障時の対応に苦慮している。27 年問題でエアコンの価格が高

騰することも懸念している。 

・災害時に孤立した時の対応について、ドローンの実用化は

されているか？(実用化に至っていないのが現状) 

【文教厚生委員会】 

・児童クラブ 2 か所の説明があったが、設置主体は直営もし

くは法人か？(放課後児童クラブ 21 ヵ所となり、市設置 9、法

人委託 6、地元運営委員会 6 との回答を後日、芦谷議員より岡

見まちづくりセンター長へ回答させていただいた。) 

・社会福祉業議会への助成金についての説明があったが、社

会福祉協議会の努力も非常に理解ができるので、なるべく早

期に予算執行できるよう働きかけてほしい。 
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【産業建設委員会】 

・空き家について、まちづくりの部会で調査し、危険空き家

を中心に報告しているが、対応してもらえない。 

・プロキシマーについては、公式発表はされたのか？(まだ候

補地としての調査段階である。) 

・昔からある地域の食堂やお店の閉店が散見されるが、新規

企業誘致ばかりに注力するのではなく、既存のお店などの後

継者育成・事業継承支援の枠組みを構築する必要がある。 

 

   令和 8 年 5 月 20 日 今田 実延 


